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る。そのように考えて，この年度は上記の諸文献を手
がかりとして基礎的な文献研究を行なうことにつとめ
た。
　この辺の歴史過程の分析は，極めて複雑多彩な要因
にとんでおり，また，すぐれてダイナミックな起伏に
みちているので，短日月でその全貌をとらえることは
難しいが，基礎研究を着実につみ重ねながら，将来に
その集大成を期するより他ないだろう。したがって，
本年度はまだ基礎作業の段階にあると言うのが実情で
ある。
　（2）1860年代初頭のドイツ社会主義政党発生期の研
究は，筆者が既に数年前に試みたところであるが（r政
経論叢』第36巻2号，『法学新報」第73巻9号参照），
最近西ドイツ史学界では，ラッサール評価が活発にな
り，例えばPotthoff，　Die　Sozialdemokratie　von　den
Anftingeri　bis　1945のような研究が話題となるように
なって来ている。この辺の評価は，ドイツ社会主義運
動史を記述するのにポイントとなる点かと思われる
が，昭和49年度に引続いて，なお来年度も思索を進め
て行ぎたいと考えている。
　（3）1878－90年の社会主義者鎮圧法時代の歴史分析
は，わが国では在来余り進んでおらず，未開拓のまま
となっている。この分野では，F．　Staude，　Sie　waren
sttirker，　Der　Kampf　der　Leipziger　Sozialdemokratie
in　der　Zeit　des　Sozialistengesetzes　1878－1890や，
V．L．　Lidtke，　The　Outlawed　Partyなどの諸研究が，
わが国にも紹介されているが，文献の絶対量がとぼし
く，未だ十分解明されているとは言い難い。昭和49年
度に引続いて．今後も分析を重ねて行ぎたいものと考
えている。
Takaaki　Nishio
　昭和49年度に，この研究費で行なった私の研究の概
要はj以下のとおりである。
　〔1）1870－71年のドイツ帝国の建設過程に関する諸
研究が最近東西両ドイツから相次いで出されている
が，それらの諸成果をとり入れながら，この過程を分
析しなおし，歴史的にまとめなおしてみること。
　この課題との関係で言えば，E．R．　Huber，　Deutsche
VerfaBungsgeschichte　3Bde，Dokumentezurdeutschen
VerfaBungsgeschlchte　3　Bdeなどの古典的な研究書
ばかりでなく，H・Bartel　u．　E．　Engelberg，　Die
groBpreuBisch－militaristische　ReichsgrUndung　1871，
2Bdeや最近のビスマルク研究の成果などが参考にな
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